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１ はじめに 熊本県高森町の概要

• 位置
九州の中央部 熊本県最東端

• 人口
約 6,000人

• 学校
高森中央小学校（213名）
高森中学校（150名）
高森東学園義務教育学校（41名）
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令和３年５月１２日熊日新聞１ はじめに 天皇皇后両陛下の行幸啓
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１ はじめに 高森町「教育ＤＸの軌跡」オンラインセミナー

熊本県高森町の１２年間にわたる教育ＤＸの軌跡
について有識者４名が解説

文部科学省大臣官房審議官
高谷 浩樹 氏

宮崎大学理事・副学長
新地 辰朗 氏

東京学芸大学教職大学院教授
堀田 龍也 氏

中村学園大学 教授
山本 朋弘 氏
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(１) 高森町新教育プラン(平成24年３月～）
(２)  コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育、ICTの位置付け

町長のマニュフェスト
〇町づくりは人づくり、人づくりは町づくり
〇情報化を基盤とする「町づくり」
〇誇りと夢と元気を生み出す教育による「町づくり」
〇教育の情報化と教育環境の整備
高森町の教育改革

(１) 教職員ファースト（教育研究会の活性化）
(２)  「高森の先生たちが風を興している」

１教育は人なり

２確かな教育ビジョン

３ビジョンの共有
(１)  町を挙げての教育改革
(２)  町長の施策に乗る。議会の支援を得る

（平成24年４月策定：27年４月、31年４月、令和５年４月改訂）２ 高森町新教育プラン
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１ 高森の子ども達に「確かな学力」と「豊かな心」を醸成する。

２ 高森の地域性を生かした「地域とともにある学校づくり」
を推進する。

３ 高森町行政と連携した「教育環境の整備」を推進する。

４ 高森町教職員の資質を高める「高森町教育研究会の活性化」
を図る。

＜重点施策＞
コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育・ふるさと教育

＜目標＞

高森に誇りを持ち、夢を抱き、元気の出る教育

（平成24年４月策定：27年４月、31年４月、令和５年４月改訂）２ 高森町新教育プラン
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文部科学省・県教育委員会・外部有識者 町長・町議会

高森町教育研究会
学校CIO・CISO（各学校長）

運営委員会

高森町教育委員会
教育CIO・CISO（教育長）、教育CIO・CISO補佐官（審議員）、ICT支援員

全員研修会・公開授業

指導・助言 共有

※平成２６年度から学校のICT化を推進するリーダーとしてCIO制度を導入

CIO補佐官会議

中村学園大学
山本朋弘氏

宮崎大学
新地辰朗氏

東京学芸大学大学院
堀田龍也氏

高森町教育DX推進協議会
（有識者の継続的な支援）

各部会
学力充実 特別支援英語教育 ふるさと教育 すこやか 事務

（平成24年４月策定：27年４月、31年４月、令和５年４月改訂）２ 高森町新教育プラン

７



◆Ｈ２４から段階的に導入
◆教師の活用→児童生徒の主体的活用へ

●電子黒板、実物投影機常設（全教室）
●デジタル教科書完備

●タブレット端末（１人１台）
●校務、学習支援ソフト
●無線ＬＡＮ整備

●遠隔教育
●プログラミング教育

●クラウド活用（個人ID）
●全家庭Wi-Fi環境整備

持ち帰り学習の実践は
７年目を迎える

遠隔教育の実践は
９年目を迎える

２ 高森町新教育プラン （平成24年４月策定：27年４月、31年４月、令和５年４月改訂）
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・５つの視点を設けた実践

・協働制作・評価活動の研究

・接続場面の限定（１単元に数回接続）

・専門性をいかした遠隔合同授業実践

・一斉学習中心（１単元に１時間接続）

・相手意識をもった発表の工夫

遠隔授業の変遷

１年目

２年目

３年目
以降

まずはつないでみる

目的や意図を明らかにする

効果のある遠隔授業の抽出・実践

３ 遠隔教育について （平成2７年度～２９年度の文部科学省指定事業より）
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➀ 多様な考えで学び合う学習活動

➁ コミュニケーション力育成を図る学習活動

③ 地域の良さや違いに着目した学習活動

④ 専門家や専門施設を活かした学習活動

➄ 協働で製作･評価する学習活動

効果を期待しやすい学習場面（平成２９年度時点）

取組み易い
接続：簡単
実践：多い

取組み難い
接続：複雑
実践：少ない

３ 遠隔教育について （平成2７年度～２９年度の文部科学省指定事業より）
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他校との遠隔合同授業

（単元を通して計画的・継続的に接続）

外部人材の有効的な活用

（目的や意図に応じた接続）

企業と連携した授業づくり

（同時・非同時での継続的な支援）

臨時休業中等のオンライン授業

（全学年でいつでも実施可能な環境）

３ 遠隔教育について
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３遠隔教育について 他校との遠隔合同授業

（単元を通して計画的・継続的に接続）

【実践事例①】
小規模校同士の計画的・継続的な遠隔合同授業
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【実践事例②】
端末を活用した授業と家庭学習の連動

自分たちで時間を設定して家庭で話し合い コメント機能を活用して家庭で共同編集

臨時休業中等のオンライン授業

（全学年でいつでも実施可能な環境）

３ 遠隔教育について
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外部人材の有効的な活用

（目的や意図に応じた接続）

〇プログラミングでクイズ作成
〇インタビュー動画の視聴
〇デジタルリーフレットの作成
〇オンラインでインタビュー
〇グッズ作成
〇劇の台本作成

【実践事例③】
学び方を選択したり自己決定したりする授業デザイン

各班が自分たちで立てた学習計画にそって活動を展開
４年 高森ふるさと学（総学）

３ 遠隔教育について
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〇令和２年度～ １対１のオンライン英会話レッスン

・小学６年生～中学３年生
・受講料は町が全額負担
・個人のレベルに応じたカリキュラムを選択
・１対１でのALL Englishによる英会話レッスン
・教育課程外の活動（２５分×４５回）

〇令和５年度～ 公立学校全国初「CLILオンライン英語プログラム」

３遠隔教育について～英語教育の充実～

・小学３年生～中学３年生対象
・「英語を学ぶ」ではなく「英語で学ぶ」
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

※個別最適な学び ⇒AIによる個別最適化
⇒家庭学習の充実

※協働的な学び ⇒グループワーク形式
・教育課程内で実施（年間３５時間）

企業と連携した授業づくり

（同時・非同時での継続的な支援）
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令和６年度文部科学省委託「リーディングDXスクール事業」

全体会 豪華有識者によるトークセッション！
今、求められている教育について語り合います！

日 程

宮崎大学
理事・副学長
新地 辰朗氏

東京学芸大学
教職大学院教授
堀田 龍也氏

中村学園大学
教授

山本 朋弘氏

令和６年１１月８日(金) 高森東学園義務教育学校
高森中央小学校

各校３本以上の授業と全体会を予定

第２回
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